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情

まえがき

　　　　先に昭和38年度上半期分の財政事情を公表しましたが、今回は下半期分として、

　　　　本年度各会計の予算執行状況及び前年度決算の概要について説明いたします。

昭和38年度予算執行状況

　　　　昭和38年度各会計の予算執行状況は別表の通りとなつております。

　　　　　　　　（別表第1）昭和38年度予算執行状況　（昭38、9末現）

　　　【
会計別予算現額 収入済額 支出済額差・醐［鵠

一般会計
　千円
62，149

　千円36，934 　千円23，447 　千円
13，487 59．4 44．0

国保会計 9，920 5，829 2，598
　　　⑯
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26、

K道会計 3，135 1，051 713 牢・ 22、

土地改良
会　　計 4，007 2，774 1，436

　　　1

1・338 i69・2 35、

計 79，211
　　　［

46，588 28，194 18，394 58．8 35．6

別表によると各会計共収支状況は良好で、一

般会計において約1350万円、国保会計で323万

円の残金となり、総額において1839万円の残

金となつています。

次に各予算の執行歩合をみると、才入総額は　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
58・8％才出総額は35、6％となつており会計　搬

年度の丁度中間に当る耽拙の新歩合餐

は梢低いと云えます。これは各種の事業の財　v
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源となる国、県の補助金や町債が年度の後半にくるため事業の実施も殆んど今後になるために
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の町財政は一応健全財政が維持されたと云うことになります。

以下一般会計と国保特別会計の概要について説明いたします。

一般会計

　　　　　　　　　（別表第5）昭和37年度一般会計決算状況　（千円）

才　　　　　　　　　　　　　　　　入 才　　　　　　　　　　　　　　　　出
科　　　　目 決　算　額 比　率　％ 科　　　　目 決　算　額 比　率　％

町　　　　　税 12，111 19．3 議　　会　　費 2，758 4．6

地方交付税 30，959 49．4 役　　場　　費 17，957 29．9

財　産　収　入 3，413 5．4 消　　防　　費 1，222 2．0

使用料手数料 963 1．5 土　　木　　費 5，010 8．3

国　県　支出金 9，078 14．5 教　　育　　費 10，056 16．7

繰　　越　　金
▼　　　　　　　　－

　　　2．128 3．4 社会労仇費 1，993 3．3

町　　　　　債 1，000 1．6 保健衛生費 973 1．6

そ　　の　　他 3，049 4．9 産業経済費 11，167 18．6

財　　産　　費 3，879 6．5

公　　債　　費
＿
　　　　2、378 4．0

会

そ　　の　　他 2，661 4．5

計　　1 62，701 100．0 計 60，054 100．0

亀

◎

一般会計の決算牧支は約265万円の黒字となつているが、之を才入面からみると、地方交付税

が才入総額の約半分を占めており、最も大切な財源である町税は20％以下で、財政面の依存性

が大きいことを示しています。次に才出をみると役場費が約30％で最も大きく、産業経済費と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育費が之についでいまt。当年
別表第6

37年度決算、才入才出別科目比率表
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事業等が拳げられます。

又決算の財源区分及び才出科目別

の比率をみると下表の通りとなつ

ています。

次に当年度才入決算額の町税1317

円についての町民の負担状況をみ

ると下表の通りで、町民が直接負

担する町民税と固定資産税の1人

当の額は約1、200円でその他の負
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　よります。

次に一般会計の執行状況を示すと次表のとおりとなつていますが之によりましても前記のこと

はご了解願えるものと思います。

尚38年度一般会計予算現在額は6215万円となっていますが、尚今後の迫加r算額を含めますと

最終予算額は約6700万円程度と考えられます。

　　　　　　　　（別表第3）　一般会計予算執行状況　（昭38、9、末現）

＿　　　才　　　　　　　　　　　　　　　　入　　　　　　　　才　　　　　　　　　　　　　　　　出1
科　　　　目　　予　算　額 収入済額執　行　率 1科　　　　目 予　算　粕’　ウ　坐済額1執　行　率一

　　　　　　　　　　　　　　　千円田丁　　　　　　　税　　　　　　11、　636
一 百弓「

6、517　　　56、0
　　1

1　　　　　－
‘
議
　
会
　
費
1

3コ97　　　1、602 50．1

　　　　1地方交1寸税　‘　　34、006

　　　　1

　　　　　！
25、8721　　76、0

「
役
　
場
　
費
1

　　　　　119、036　　　　　8、531　1　　　　　44、　8　　　　　｝

F

　　　　1財産　収入　　　3、453 5691　　　16、4
　　：　　　　　　1

1土　木．費 　　　一’
3，377

　　1
1、0811　　32、0

・・司・7、・1教育費卜
1
‘

　　，　　　　111、593　　　3、681　　1

31．8

　　　　｜
国県支出金　‘　　　5、286

　　　　　　　　　　　　　‘1
278i　　　5、4‘1社会労｛力費　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

1
‘

　　　　　　｜一『一

2、617　　　1、000
　　！

38．2

町　　債1、、6。。　　　　1
｜　　　　　　　　‘

ol　　　o「
産
業
経
済
費
‘
1

　　！　　　　　16、　892　1　　　　1、　531　1　　　　　22．2

そ　の　他　．　　5、155
3、218　　　62、4‘そ　の　f也　　1

　　　　　｜　　工＿・＿＿

15・437．　6・021　　39・0　　　　　：

計　　　　　　62、149

　　　　I　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　i36・934，　59・4‘　　計　　162・149　23・447　　牲0　　　　　　　　　　　　　‘

2、昭和37年度決算について

　　　　当年度各会計の決算状況は次表に示す通りとなっています。

（別表第4）
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上表によると当年度最終予算総額7478万円に対し、才入決算額は7866万円と予算額を超過し、

才出決算額は7250万円で、差引616万円の残金を生じている。この残金の内には前年度から繰

越された決算残金が、488万円あり、之を差引いた128万円が当年度の純繰越金となり、37年度
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担が460円となつています。

（別表第7）　昭和37年度庚算における町税負担状況
税 ⇒縦額収入済剰棚剰比率摺智論
町　　民　　税

固定資産税

軽自動車税

たばこ消費税

電気ガス税

木材引取税

犬 税

計
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国保特別会計

国保特別会計の収支状況は前に述

べました様に約256万円の繰越と

なつていますが、内156万円は前

年度からの繰越額で差引当年度の

黒字は約100万円となつています

之は下表によりわかるように国県

支出金繰越金等の予想外の増収に

よる外、才出の療養給付費が計画

内の支出でとどまつたためによります。

　　　　　　　　（別表第8）　昭和37年度国保会計決算

　　　才　　　　　　　　　入　　L　　才
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以上で下半期の町財政事情の説

明を終りますが、要約すると町

財政はその65％以上を国、県に

依存しておりますが、このよう

な状態の本で、実施を目前に控

えた農業構造改善事業その他の

大事業をどのようにして実施す

るかが、今後に残された町財政

の重要課題であると考えます。

町民各位の全面的なご理解、ご

協力を望むところであります。

昭和37年度国保会計決算


